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実験内容 
凹凸を彫る位置を変えた羽を作成し、それらを力学台車に固定する。風洞を通して扇風機で風を当て、計10回台
車の加速度を計測し、生じた揚力の大きさを比較する。  

目的、仮説     
トンボは羽に凹凸をつけることで、より大きな揚力を生み出すことができる。そこで、飛行機の羽に凹凸をつけるこ
とによって生じる揚力が大きくなるだろうと仮説を立て、凹凸の有無、位置による揚力の変化た。 

　

羽に凹凸をつけると

　

　

仮説通りに、羽に凹凸をつ
けることによって加速度は

上昇する‼

去年からの課題
・発生する揚力が小さく計測できない
・風速などの少しの条件のズレによって結　果
が変わってしまう

解決策
・横運動で加速度によって計測する
・電圧調整器を使う

結果

今後について
今後の課題として、凹凸をつけていない状態
での加速度にばらつきがあり、どの羽が最も
揚力に影響を与えるかどうかがわからない。ま
た、実際に渦が発生し風速に影響を与えてい
るかどうかを調べるために空気の動きを可視
化して調べたい
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考察
・凹凸のによって揚力は増加する
・凹凸のつける位置の組み合わせ　
によって変化量が変わる

①に関して、先端近くで風をうけているために、渦が
発生せず抗力によって早くなっているのではないか
と考えられる。②に関しては、羽の頂点に位置して
おり、渦が発生し風力に影響を与えていると考えら
れる。③に関しては、羽の後方に位置しており、気
流が凹凸に到達せず渦が発生していない。また、凹
凸に対して風の風速が早すぎるために渦が発生し
ていないと考えられる。


